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  （食品中の原産地情報を一元管理するシステムの操作画面）        （自動作成された食品ラベル表示例） 

フジサンケイグループのシンクタンクである株式会社エフシージー総合研究所(社長:岸本一朗)

は、原材料表示作成システム「食品大目付そうけんくん」（以下「そうけんくん」）に、原料原産地表

示を作成する新機能を追加し、11 月 1 日から販売を強化します。   

「そうけんくん」は原材料情報をデータとして取り込んで一元管理し、製品のレシピを登録するこ

とで、原材料名や栄養成分などの表示を瞬時に作成します。今回の新機能では、難しい原料原

産地表示が自動作成されます。新機能の無償バージョンアップは、業界初です。 

2022 年 4 月から日本国内で製造・加工されたすべての食品には、原料原産地の表示が義務付

けられます。現状では人の判断によって原産地表示を行っていますが、本システムでは自動的に

原産国の確認と入力を促すため、誤表示を防ぐことができます。 

今 回 の 新 機 能 の 内 容 

「そうけんくん」は 2007 年に販売を開始しました。販売当初と変わらず 30 万円から提供していま

す。大手製造ベンダーや１店舗の小売業・外食店舗など企業規模、業種を問わずにお使い頂いて

いるシステムです。食品関連事業者の表示作成の負荷軽減、知識向上に邁進してまいります。 

―本件のお問い合わせ先― 

株 式 会 社 エ フ シ ー ジ ー 総 合 研 究 所 

東京都江東区青海 1-1-20 ダイバーシティ東京オフィスタワー6F 

☎ 03-6891-8507 Mail：soukenkun@fcg-r.co.jp  企画開発部 そうけんくん事務局 ：井田・森 

業界初、法令改正に対応した新機能を無償バージョンアップ 

11 月から原材料表示作成システム「食品大目付そうけんくん」の販売を強化 

１）横断的な表示のルール『食品表示基準』に則った表示を作成 

２）表示対象が複数ある場合や詰め合わせ食品などの複雑な表示作成に対応 

３）食品表示基準で認められない表示方法に対するエラー判定 

手作業では作成しづらい複雑な表示を、直観的な操作で作成することができます 


